
重に審査されます。その審査の経緯と結果は、
質議、討論を経て裁決されます。

　

平
成
18
年
度
富
士
見
町
一

般
会
計
予
算
を
審
査
し
ま
し

た
。

　

総
体
的
に
は
17
年
度
と
ほ

ぼ
同
額
の
予
算
構
成
で
、
行

政
評
価
制
度
や
人
事
考
課
制

度
を
活
用
し
て
、
し
っ
か
り

見
直
し
を
し
た
と
い
う
中
で
、

歳
入
面
で
の
町
税
の
減
額
、

基
金
の
取
り
崩
し
等
、
大
変

厳
し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

不
要
不
急
の
事
業
予
算
の

削
減
や
見
直
し
、
人
件
費
、

公
債
費
に
よ
る
財
政
の
硬
直

化
を
招
く
義
務
的
経
費
の
削

減
に
よ
り『
住
民
の
た
め
の
』

予
算
構
成
は
、
将
来
へ
向
け

て
努
力
し
て
い
く
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。

　

陳
情
、
請
願
の
中
で
、『
出

資
法
の
上
限
金
利
の
引
き
下

げ
等
に
関
わ
る
法
律
の
改
正

を
求
め
る
』
請
願
書
が
長
野

県
司
法
書
士
会
か
ら
出
さ
れ

て
、
破
産
申
し
立
て
件
数
は

平
成
14
年
以
来
20
万
件
台
と

い
う
高
水
準
に
あ
り
、
多
重

債
務
を
か
か
え
た
潜
在
的
破

産
予
備
軍
は
２
０
０
万
人
に

も
及
ぶ
と
言
う
。
そ
の
緊
急

性
の
問
題
、
課
題
に
つ
い
て

は
、
全
国
各
地
か
ら
声
を
上

げ
る
必
要
性
に
賛
同
し
、
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
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パノラマスキー場支援は単年度ごとに審査

住民サービスの低下とならないよう将来に向けての努力を

　

パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
支
援

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

パ
ノ
ラ
マ（
町
開
発
公
社
）

支
援
に
関
係
す
る
、
平
成
18

年
度
観
光
施
設
貸
付
事
業
特

別
会
計
・
平
成
18
年
度
一
般

会
計
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。
こ
の
議
案
は
２
月
臨
時

議
会
で
示
さ
れ
た
パ
ノ
ラ
マ

支
援
計
画
に
沿
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
２
月
臨
時
会
で

「
パ
ノ
ラ
マ
支
援
計

画
に
関
す
る
決
議
」

に
対
す
る
町
の
考
え

方
の
説
明
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
開
発
公
社

の
経
営
状
況
の
見
極

め
が
必
要
で
あ
る
が
、

可
能
な
限
り
こ
の
決

議
事
項
に
沿
っ
た
対

応
を
す
る
と
の
回
答

で
し
た
。
ま
た
、
今

回
の
案
件
が
地
方
財

政
法
第
６
条
の「
特

別
の
事
由
」に
あ
た

る
か
、
町
と
開
発
公

社
間
の
賃
貸
借
契
約

お
よ
び
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
間
の
協
議
内
容

な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
開
発
公
社

の
経
営
状
況
の
見
極
め
に
は
、

最
低
３
年
程
度
を
要
す
る
た

め
、
平
成
18
年
度
単
年
度
予

算
と
し
て
原
案
通
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。　


